
令和元年 7 月　北上市

( 仮称 ) 北上市保健・子育て支援複合施設基本設計 ( 案 ) 説明書 - 概要版 -



■施設配置図 S=1/5000
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　①保健と健康づくりの拠点施設

　②子育て世代に対し切れ目のない支援を行う施設

　③市民の生命に関わる諸課題に取り組む施設

　④天候に関わらずこどもたちが思い切り遊べる施設

　⑤多世代が利用するコミュニケーション施設

　⑥まちの魅力を高める施設

地域保健法に基づく市町村保健センターである北上市健康管理セン
ター（昭和 51 年施工・昭和 52 年供用）及び江釣子保健センター（昭
和 53 年施工、昭和 54 年供用）は、いずれも面積不足、老朽化の課題
を抱えています。そこで、この計画では、新たな拠点的な市町村保健
センターとして健康相談、保健指導及び健康診査その他地域保健に関
し必要な事業を行うことを目的とし、さらに、母子保健に関する相談
や指導を行う子育て世代包括支援センターの機能を併せて整備します。

北上市保健・子育て支援複合施設は、北上市の保健行政、子育て
支援行政の新たな拠点施設として構想され、以下の 6 つを主な役
割として想定しています。 

また、市内ツインモールプラザ西館をコンバージョンし、整備す
る施設であり、既存資源を生かしたストック型社会のモデルとな
ることを目指します。

子育て世代の育児不安の増加や待機児童の増加などの社会的背景の変
化を受け、相談指導、子育てサークルなどの育成支援、講習・講座な
どを開催できる、子育て支援センターを整備します。特に市民ニーズ
が高い施設として、積雪期や降雨時もこどもたちが思い切り遊べる室
内の遊び場や一時的保育室を設置し、市民の要望に資する総合的な子
育て支援拠点として整備します。

妊娠初期から子育て期にわたる切れ目のない妊産婦、親子の支援を行
うことにより、心の拠り所となるとともに、児童虐待などを未然に防
ぐサポート機能を果たします。

新たな拠点「北上市保健・子育て支援複合施設」の 6つの役割00.

多世代の市民の居場所を創出する複合機能02.

利用者を限定せず、多世代の市民にとって居場所となるような施設を
目指します。展示やレクチャーを開催できる「北上市市民交流プラザ」
やマルシェやお祭りにも活用できる「まちいく広場」、複数の飲食スペー
スや交流スペースなど、施設に多様な居場所を創出します。

施設の位置付け

既存の保健・子育て支援機能の拡充・拡張による新しい拠点01.

新施設に整備する機能 新施設概要

・機能充実を図る市町村保健センター

・子育てを多側面から支える地域子育て支援センターと室内遊び場

・妊娠初期から子育てまで切れ目のないサポート　
　　　　　　　　　　　　　　　" 子育て世代包括支援センター "

はじめに

東館

至北上駅

ﾂｲﾝﾓｰﾙﾌﾟﾗｻﾞ
西館

整備予定地

新穀町商店街

詩歌の森公園

黒沢尻西小学校

専修大学北上高等学校

北上市役所

■敷地概要
計画地：　　北上市新穀町一丁目 269 番 
敷地面積：　3886.62 ㎡
用途地域：　商業地域

■建築計画概要
主要用途：　保健施設 , 行政事務施設 , 子育て支援施設等
建蔽率：　　90%
容積率：　　450%
床面積：　　１階 2164.69 ㎡ / ２階 1728.0 1 ㎡ / 延べ 3892.70 ㎡ 
階数：　　　既存建物 8 階
改修範囲：　１階及び２階
駐車場：　　北上市営本通り駐車場（西館 278 台 , 東館 1,201 台）

■構造計画概要
構造：　鉄骨造（既存構造物）, 一部吹抜け補強

大きな遊び場

保健・健康 多世代交流

子育て

いのちの見守り

まちの魅力



講習室
研修室

授乳室

児童家庭
相談室

保健

健康相談

母子相談

健診者用
トイレ

「まちいく広場」

乳幼児健診室

休憩 小児 沐浴

保健 ユーティリティ

事務室Ａ
（健康増進課）

まちいく
コンシェルジュ

飲食
スペース

食育カウンターコンシェルジュ
カウンター

事務室 B
（子育て支援課）

おもちゃ
スペース

親子休憩
スペース

預かり保育

キッズ
スペース

読み聞かせ
スペース

まち
子育て支援 市民交流事務 

子育て支援
歯科

情報コーナー・健診ロビー

屋内遊び場

市民交流
プラザ

健診車
停車

スペース

栄養指導室

食事
スペース

みんなの
トイレ

成人健診室

交流
スペース

市民交流
エントランス

新施設

市役所

小学校

高校

詩歌の森公園

既存商業施設
( ﾂｲﾝﾓｰﾙﾌﾟﾗｻﾞ)

北上諏訪神社

新道稲荷神社

マルシェ

祭り祭り

ショッピング

子どもの遊び場

情報発信

- - -- - -- - -

- - - -- - - -- - - -

- - - -- - - -- - - -

- - - - - - - - - - - -

Cafe

介護 健康

郷土

子育て

施設案内

遊び
食育

i

充填コンクリート(柱）

鉄骨梁

構造バランスの取れた
既存鉄骨フレーム構造

耐震・耐火性の高い
充填コンクリート鋼管構造
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施設コンセプトと設計のポイント

基本計画に掲げられた多様な機能同士が連携を取りやすい配置とします。そのため
に、多くの機能が一堂に会する空間「まちいく広場」を建物南北に貫通して計画し、
それに直交する東西に「情報コーナー」を計画します。保健・子育て支援機能の主
な諸室はこのまちいく広場に隣接し、使用状況によって広場に伸縮性を与えます。
さらに、まちいく広場と情報コーナーの辻にはコンシェルジュカウンターを配置し
ます。複数課の行政スタッフや子育て・健康など、地域の専門家（介護・食育・昔
遊び・農など）の連携拠点となります。

制度上の機能を利用しない市民も立ち寄りやすい施設を目指すとともに、" 保健 "
と " 子育て " をつなぐものとして、「食育」が重要だと考えます。施設の行政機能
を強化・拡張するテーマとして「食育」を提案し、その拠点となる空間を創出します。
食育カウンターはまちいく広場に独立して設置し、毎日異なる食の専門家が立つな
ど、市民の食への新しい発見や、交流につながります。

周辺の施設や活動との連携 街ににぎわいをもたらすまちいく広場

コンシェルジュカウンターの設置ユニバーサルデザイン 子どもたちが思い切り遊べる室内遊び場

様々な種類の居場所を創出 なめらかに施設全体を包む天井 既存建物を活用した構造・設備計画

施設コンセプト

街とつながる「まちいく広場」を中心とした各機能の連携

すべての人に開かれ、保健と子育てをつなぐ「食育」をテーマとした施設

部屋の使い方によって適切な天井高さを
設定し、その高低差を利用した配管ルー
トとします。天井の段差の生じる部分を
なめらかにつなぎ、施設全体をおおらか
に包む天井とします。

腰を下ろして落ち着ける小上がりや、カ
フェのようにくつろげるテーブル席な
ど、共用部に様々な種類の居場所をつく
ります。

段差が生じる部分にはスロープを設け、
みんなのトイレや授乳室を設置するな
ど、多様な人・世代の方の利用しやすい
設えをつくります。

地域のボランティアや職員による「まち
いくコンシェルジュ」が専門的な相談に
乗ってくれる「コンシェルジュカウン
ター」を設置し、住民の豊かなくらしを
サポートします。

１階街路側からまちいく広場吹抜け上部
に室内遊び場を構成します。立体的に広
がる遊び場は交流の起点となるととも
に、一室空間でありながらさまざまな年
齢層、遊び方に対応した場となります。

周辺の様々な施設や活動のハブになる施
設を目指します。ハードとソフトの連携
によって、市民のみなさんが多様な情報
や人、活動と出会う機会をつくります。

新穀町商店街に面してたくさんの窓を設
けます。諸室の採光面積を確保しつつ、
内部の様子が見える明るいファサードを
つくります。

「まちいく広場」では様々な活動が可能
です。カフェや待合い、相談、情報発信
や各種イベントなど様々な活動によって
賑わいを生み、街の魅力を高めます。

既存躯体構造はコンクリートを充填した
頑丈な柱と鉄骨でできた耐震性の高い構
造です。この既存構造を活かし、吹抜け
などに適宜補強をする合理的な構造計画
です。

今日は、
昔遊びのおじいちゃんと
ブルーベリーの
シェイクの日だー！

まちいく
コンシェルジュ

保健

行政事務 子育て

市民交流

暮らし

食育

明るく開放的な外観
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基本設計に係る活動の経緯

基本計画

基本設計・実施設計・確認申請・発注業務

建設工事 OPEN!

平成 30 年度
4 月 7 月 10 月 1 月 4 月 7 月 10 月 1 月 4 月 7 月 10 月 1 月 3 月

令和 1 年度 令和 2 年度
3月

■基本設計等に係るこれまでの主な経緯
平成 30 年　　10 月　基本計画策定
　　　　　　  10 月　プロポーザル実施広告　　　
　　　　　  　11 月　プロポーザル提案一次審査
　　　　　  　11 月　プロポーザル提案二次審査及び当選者選定
　　　　　  　12 月　基本設計業務委託契約締結
　　　　　  　12 月～令和元年７月　デザイン会議の開催

サウンディング・
ヒアリング設計協議

市

デザイン会議

設計者 市民
ワークショップ・

ヒアリング

（仮称）北上市保健・子育て支援複合施設基本設計に係る活動と経緯
■デザイン会議

■市民・有識者の参加

■計画スケジュール

平成 30 年度において、都市計画・看護学の学識経験者、建築士・助産師の有資格者、市民、市の
職員で構成する北上市健康管理センター等整備デザイン会議（以下「デザイン会議」という）を
設置・開催し、基本計画～基本設計完了までの間に計 12 回開催しました。
基本計画中は、整備すべき機能と規模、事業費、設計者選定方法等について検討・協議を重ね、
基本設計期間には、プロポーザルによって選定された設計者とともに平面計画、仕様、施設の運
営方法等を検討・協議しました。

■ワークショップ

■広報、市民ヒアリング等

広報きたかみへの掲載 りぼん橋での模型展示

市HP・SNS での広報活動

市民ヒアリング

職員ワークショップ (19.03.06)

第 6 回 (18.12.21) 第 7 回 (19.01.23) 第 8 回 (19.02.20) 第 9 回 (19.03.27)

第 10 回 (19.04.24) 第 11 回 (19.05.22) 第 12 回 (19.06.19)

市民ワークショップ (19.05.15)

3 平成31年4月26日 2平成31年4月26日

(
)

新センターについて
設計者と語り合いませんか？

　■とき…５月15日㈬10時～16時 (12時～13時休憩 )
  　      ※途中参加・退室も可能です。
　■ところ…大通り保育園地域子育て支援センター
　　　　　　( 大通り一丁目３-1
　　　　　　 おでんせプラザぐろーぶ３階 )
　■申し込み…２日前までに電話で健康増進課医療連携
　　　　　　　係 ( ☎72-8315) へ。お子さん連れの参加
　　　　　　　も可能です。
　■その他…参加者にはミニギフトを差し上げます。
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整備予定地のツインモールプラザ西館
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９回の協議を重ねたデザイン会議

設計者からひと言
　Ｕ

う た
ｔＡ( 畝

うねもり
森泰行建築設計事務所、ｔ

て こ
ｅｃｏ)です。畝森は、

今年１月に開館した須賀川市民交流センター｢ｔ
て っ て
ｅｔｔｅ｣を初

めとする複合施設を、ｔｅｃｏは、高齢者や子ども、障がい者の
ための福祉施設の設計を多く手掛けています。
　昨年末から定期的に北上市に足を運びながら、少しずつです
が、市民の皆さんと知り合い、まちの魅力を発見してきました。
その出会いや発見を生かし、また、２つの事務所の持ち味を掛け
合わせることで、この新しい施設が皆さんにとっての日常の場、
憩いの場になることを目指して設計を進めています。

新センターの内観イメージ図：｢ まちいく広場 ｣ を中心にさまざまな機能と活動が溢れ出します。

畝森泰行建築設計事務所
畝森 泰行 氏

新センターへ期待することを子育て支援センター利用者にインタビュー

ｔｅｃｏ
金野 千恵 氏

赤塚 淑
よ し え

恵さん ( 北鬼柳 ) 　
　昼食を食べながらママ同
士で交流できることが楽し
みです。保護者向けの本を
配置するとのことで、育児
や料理に関する本があると
いいですね。

小岩 藍さん ( 飯豊 )
　新センターは土日も開い
ていることが便利。駐車場
は２時間無料なのが助かる
けど、買い物をすれば無料
時間が延びるサービスがあ
ると嬉しいです。

ＵｔＡインスタグラ
ムのアイコン

新センターの模型

設計者のＵｔＡ

市HPページSNS アカウントの開設



北上市保健・子育て支援複合施設基本設計業務委託　基本設計図書 

5

新施設外観イメージ

まちににぎわいをもたらす開放的な外観



２階 / 待合にも利用できるキッズスペース１階 / まちいく広場に開けたコンシェルジュカウンター

２階 / 利用者からわかりやすい共用部に設けた情報ロビー１階 / 食育活動の場となるカフェカウンターと飲食スペース
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内観イメージ



通りとつながる

新穀町商店街

庇

まちいく広場は検診車停車場として健診機能として
利用したり、市民交流プラザを開放して大きなイベ
ント空間とするなど、各機能を活動ごとに拡張でき
るフレキシブルな空間です。各機能が１つの室に閉
じこもることなく市民に開かれ、多様な世代と活動
に対応できる構成となっています。

全体構成

施設中央を南北に貫通するようにまちいく広場を設
け、そこから各機能を見渡せるよう配置するととも
に、コンシェルジュカウンターを設え、来館者にや
さしい平面計画とします。東西に貫く情報コーナー
は、人の出入りが多い東側からわかりやすい位置に
設け、スムーズな動線計画とします。
健診や栄養指導室といった健康・保健管理機能を１・
２階西側に、市民交流機能・行政事務機能と子育て
支援機能を東側に配置します。また、建物の立面を
つくる南側の１階から２階へかけて遊び場が展開し、
街に賑やかな顔をつくります。

■施設の全体構成

■まちいく広場による各機能の融合

行政事務機能
事務室、相談室

・健康増進課、子育て支援課の行政事務の実施機能
・各種相談窓口機能
・子育て世代包括支援機能
・子ども家庭総合支援拠点機能

文化振興機能
市民交流プラザ、交流スペース、研修室、
講習室、情報コーナー・健診ロビー

既存施設に併設されていた市民交流プラザの配置変
更により、保健・子育て支援活動と一体となった市
民交流機能。
・展示機能
・レクチャーホール機能
・会議室機能

子育て支援機能
遊び場、子育て支援センター、一時的保育室

子ども、子育て家庭の支援のための事業（地域子ども・
子育て支援事業）を実施する機能。
・地域子育て支援実施機能
・一時的保育事業実施機能
・子育てコンシェルジュ機能
・子育て援助支援事業
・子どもの室内遊び場機能

まちとつながる多様な居場所
まちいく広場、コンシェルジュカウンター、カフェ
カウンター、情報コーナー・健診ロビー、飲食
スペース、キッズスペース

多世代の市民が共に利用できる様々な居場所。
・暮らしコンシェルジュ
・食育コンシェルジュ
・飲食、対話スペース
・健康・子育て情報コーナー
・健診待合スペース

健康・保健管理機能
成人健診ホール、 栄養指導室、乳幼児健診室

市民の保健、健康づくりの拠点。
・健康診査及びがん検診の実施機能
・健康相談、健康教育の実施機能
・栄養指導、食生活指導の実施機能
・歯科指導、口腔保健指導の実施機能
・特定保健指導の実施機能
・乳幼児健診の実施機能

栄養指導室

乳幼児健診室

市民交流プラザ

研修室・講習室

子育て支援センター

事務室

吹き抜け

遊び場

一時的保育室

成人健診室

検診車駐車スペース

コンシェルジュ

カフェ

情報ｺｰﾅ ・ー健診ﾛﾋﾞｰ

情報ｺｰﾅ ・ー健診ﾛﾋﾞｰ

情報ｺｰﾅ ・ー健診ﾛﾋﾞｰ

飲食スペース
まちいく広場

ツインモールプラザ
東館へ

バスターミナルより

ツインモールプラザ東館
（さくら野百貨店）

N
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全体構成
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天井の高い市民交流プラザ

子育て支援センター内には、子供の様々な年齢
に合わせて計画した遊び場が点在します。相談
室が隣接し、気軽に子育てコンシェルジュに相
談することができます。

遊び場と連携する子育て支援センター

横幅 3m のベンチが段々
を成し、劇場の客席のよ
うにまちいく広場を眺め
ることができます。

だんだんベンチ

施設のメインエントランスには「まちいくコンシェルジュ」
の相談カウンターを配置します。地域のボランティアや子育
てコンシェルジュが定期的に相談を受け、専門に応じた地域
の資源や人を繋ぐことで、住民の豊かなくらしのサポートを
目指します。

まちをサポートするコンシェルジュカウンターまちいく広場に
直交する情報ス
トリートは、各
専門諸室に関わ
る情報の集積場
所となります。

施設を横断する
情報コーナー

開かれた成人健診ホール
成人検診が行われていない日
は、ヨガやエクササイズなど
健康づくりの拠点となります。

まちいく広場 広場の中心の食育カウンター
まちいく広場の中心には「食」を通じ
て異なるプログラムのつなぎ目となり、
施設の多世代利用を促す「食育カウン
ター」を計画します。

新穀町商店街

天井高さ 3.7m のスペースは、間仕
切りにより３部屋に仕切ったり、展
示パネルを利用することで、大規模
な展覧会や議会の
会場として多目的
に利用できます。

まちに開く栄養指導室 +食事スペース
ファサードに配置することで離乳食教室やキッ
チンスタジオとして利用されている「食」と「健
康」を象徴するシーンがまち
に現れます。調理した料理は
隣接する食事スペースに運び、
すぐに食べることができます。

施設の中心には各機能を横断する多目的広場
「まちいく広場」を計画します。検診時には
検診車が最大５台停車し検診が行われます。
まちの広場として北上芸
術祭やマルシェのイベン
ト会場としても利用でき
ます。

栄養指導室

相談室

風除室

子育て支援控室

上部遊具

市民交流プラザ

飲食スペース

コンシェルジュ

飲食スペース小上がり

検診車駐車場

北広場

おもちゃスペース
読み聞かせスペース

親子休憩スペース

駐輪場

ロッカー

食事スペース

情報コーナー＋検診ロビー

情報コーナー＋検診ロビー

健診ホール

倉庫

倉庫 倉庫

検診者用トイレ

みんなのトイレ

みんなの
トイレ

パントリー
まちいく広場

まちいく広場から栄養指導室と食事スペースを見る

親子休憩スペースとおもちゃスペース

展示や会議に利用できる市民交流プラザ

まちいく広場に機能を拡張できる健診ホール

北上市保健・子育て支援複合施設基本設計業務委託　基本設計図書 
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１階平面図



２階平面図

遊び場と隣接した一時的保育室

床に座っても暖かみのあるコルク床の乳幼児健診室

親しみやすい、共用部に開かれた事務室受付スペース
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各課の窓口となる相談カウン
ターの付近には母子手帳の交
付や個別の相談に対応できる
相談室を設けます。

受付に近い相談室
沐浴講座であれば、同時に 20
組程度が指導を受けられ、乳
幼児健診時も直接アクセスで
きます。

集団指導室 +沐浴室
コルクタイルと床暖房の床は冬の健診時
でも温かみのある空間となり、専門の診
断室と隣接することで流動性のある健診
を促します。

温かみのある乳幼児健診室
職員数や働き方へ柔軟に対応するため壁を設けずに、固定机とフリーアドレスの２
ゾーンを併せて計画します。吹き抜け部分に隣接する給湯スペースと打合せスペース
や中央に位置するシェアキッチンは、各課職員同士のコミュニケーションを図ります。
事務室から屋内遊び場や2階情報ストリートも見え安全性・防犯性を高めます。

様々な連携を促す執務スペース (子育て支援課 +健康増進課 )

1 階と２階にわたる子どもの遊び場
は、動線や事務スペースと遮音性能
の高いガラス壁で仕切られ、互いの
活動が見えながらも静かな環境を保
ちます。

大きな屋内遊び場
吹き抜けを立体的に横断する
遊具には、肌に優しいコルク
で仕上げられたなみなみ床と、
ネット斜面などを組合せ、子
供の様々な遊びを誘発します。

なみなみ床の遊具

乳幼児健診後のお母さん達と子供達が一
緒に過ごせる小上がりのキッズスペース
や交流スペースが遊び場と連続します。

交流スペース +キッズスペース 大きな開口部に面し、
床をコルクで仕上げる
ことで、明るく遊び場
と一体感のある保育室
を計画します。

明るく心地よい一時的保育室
各課の窓口には車椅子利用者にも
優しい高さの異なるカウンターを
設置します。

相談カウンター

受付＋保護者待合スペース

情報コーナー +健診ロビー

キッズスペース
交流スペース

乳幼児検診室

小児科医師診察室

視覚・聴覚診察室

歯科医師診察室

倉庫 集団指導室 +沐浴室
休憩室

事務室 A・B

収納

倉庫 A・B
更衣室
男子

更衣室
女子

遊び場
一時的保育室

調乳室

講習室

研修室

交流スペース

相談室 1

相談室 2

相談室 3

相談室 4

給湯スペース 打ち合わせスペース
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断面図
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・︎適切なゾーニング計画 ・︎庇による日射遮蔽・︎適切な構造改修計画

■︎子どもが遊ぶ様子が見える吹抜け■自然風が通り抜けるまちいく広場■使い方に合わせた高低の異なる天井

・省エネルギー機器の採用

・昼光利用と断熱効果

・既存躯体の耐震性能を保持

■なめらかに施設全体を包む天井■様々な設えの市民の居場所 ■一年を通して遊べるダイナミックな遊具

・適切なルート計画 ・節水機器及び井水対応機器・安全な構造の新設遊具

十分な耐震性能を有する既存建物の構造躯体を活かして、基本的に、1 ～ 2 階の構造躯
体を現状のまま維持し、内外装のリノベーションを中心に、旧商業施設のエスカレーター
から新設の鉄骨階段への付替や、子どものための遊具等の設置など、付属物の新設を中
心とした改修工事の構造計画とします。

既存建物の主要な架構は、柱をコンクリート充填鋼管構造（CFT）、梁を鉄骨造としたラー
メン構造です。ラーメン構造の骨組は平面的にバランスよく配置され、高さ方向にも極
端に剛性や耐力が低い層がないように計画されています。改修工事では、バランスよく
計画された主架構を維持し、継続して保持します。

新設の遊具は鉄骨造の骨組として、常時も地震時も過度に変形することなく安全な設備
とします。設置は、既存の構造躯体の主架構である柱梁に対して、地震時にも脱落や破
損が生じることのないように、十分な強度をもって取り付けます。

大空間が緩やかにつながる計画に合わせ、空調や照明
システムにおいても大きなゾーニングを想定しながら
も、それぞれのゾーニングに見合った運転及び制御を
可能とすることで使い勝手が良く、かつ省エネルギー
となる計画とする。

1 階外部に庇を設置することにより日射遮蔽を行い、最大 2
割程度の冷房ランニングコストの削減を可能としている。

照明計画はＬＥＤを基本とし、数量の多い衛生器具も超節水器具を採用する。空調冷
温水制御も 2 方弁制御するなど、テナント計画の中で採用可能な省エネルギー機器及
びシステムを最大限に取り入れる計画とする。

外壁をＡＬＣから low-e ペアガラスへの変更を行う。断熱
性能はＡＬＣと同等程度の性能を確保しつつ、明るい室内
の確保が可能となる。昼光を最大限に活用し、照明ランニ
ングコストの低減及び開放的で気持ち良い空間造りを可能
としている。

本建物の特徴であるテナントビルとしての特徴を把握し、1 次側設備ルートは手を加
えず、2 次側設備ルートの効率的な計画を行う。天井形状に合わせてダクトや配管、
配線を効率良く計画し、省スペースを可能とし、室内空間を最大限に確保することが
可能な設備計画とする。

衛生器具は超節水器具を積極的に採用する。老若男女問わ
ず使いやすい操作性の良い器具を選定し、さらに井水対応
機器として維持管理のしやすさを考慮する。

１階吹抜け上部に遊具が見え、ネットやコル
ク床で遊ぶ子供達の様子を垣間見ることがで
きます。また、これらが開放的なファサード
を通して街に賑やかな顔をつくります。

１階中央を南北に貫く「まちいく広場」は、
南北の入口を開放することで自然風が通り抜
け、気候の良い中間期には空調負荷低減につ
ながります。

落ち着きのある空間が必要な保育室や換気効率
が重要な栄養指導室などは天井を低く、検診車
が停車するまちいく広場や大きな遊具のある遊
び場は天井を高く設定し、その高低差をなめら
かに天井材でつなぎます。

空調や排煙などの配管が重なり、天井高さに段差
が生じる部分を天井材でなめらかにつなぎ、施設
全体を包むおおらかな雰囲気を創ります。
なめらかに空間をつなぐ天井は、設備配管を合理
的に隠すだけでなく、照明を柔らかく反射したり、
天井が低い室にも広がりを生みます。

乳幼児健診を待つ親子のためのコルクの小上が
り、まちいく広場に連続する栄養指導室、躍動的
な遊び場が覗ける２階情報コーナーなど、来館者
は行政事業の空間だけでなく、施設全体に様々な
種類の居場所を創出します。

吹抜けを縦断するコルク遊具では、天候・気温に左
右されることなく子どもたちが元気に遊びまわるこ
とができます。肌に優しいコルク床と浮遊感を楽し
めるネット素材で構成し、なだらかな坂を駆け巡る
ような体験ができるダイナミックな遊具です。

■構造計画について ■環境設備計画について ■ランニングコスト低減について

キッズスペーストイレ 階段室機械室

▼ 1FL=GL+200

▼ 2FL=GL+5200

▼ 3FL=GL+9300

トイレ 栄養指導室 まちいく広場

遊び場

遊び場 ( 吹抜け )

子育て支援控室 おもちゃスペース 親子休憩スペース

交流スペース 研修室一時的保育室


